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令和６年度　学校評価 

B

自転車乗車時のﾍﾙﾒｯﾄ着用の重要性を中心に講話をしていただくように駒
ケ根警察署に講師を依頼し実施した。ﾍﾙﾒｯﾄ着用調査と自転車点検を年2回
実施した。夏季は暑さのためﾍﾙﾒｯﾄ着用率が下がる傾向があり、それが課
題である。
バイク許可者には日程を調整し講習会を実施。無事故であった。

進路情報の集積･充実

生徒の心のケアのための支援

学年会･担任･各係との連携

自己の確立に導く

支援を必要とする生徒について、全職員で情報共有。

新規進路先の確保

講演会･説明会の企画運営

学力向上策の提示と充実

学校･会社見学の充実

進路情報の提供

面接･論文指導の充実

就業体験の企画運営

進路通信の発行

生
徒
会
活
動

適性の発見に導く

(1)

(2)

(3)

通学路交通安全指導

進路ノートの作成

教育課程
委員会

生
徒
指
導

体力の向上とスポーツの振興、特に部活動の活性化を目指す。

進路意識を高め将来設計を考えさせるキャリア教育を充実させる。

学力向上の推進

評価の観点

すべての子どもの学びの保障を推進し、いじめ等のない明るく開かれた学校を目指す。

(3)

昨年度よりポストコロナの学校生活として多くの分掌で行事等の見直しを図り、生徒一人一人が安心・安全な学校を送ることができるように職員全体が共通認識を持って協力することができた。また、生
徒育成方針の柱である「ものづくりを通した人づくり」に向け授業や課外活動等に取り組みむことができた。

授業実践の改善促進

担当部署

生徒に活躍の場を与え、やる気と自信、達成感と成就感を持たせる。

今年度の重点目標

<評価　A:達成　B:概ね良い　C:不十分>(1) 教育活動領域における重点目標と評価
成果と課題

生徒会、部活動、地域貢献をとおして自己形成を図り、コミュニケーション能力を高める。

２．自己評価

教
育
課
程

重
点
目
標

地域との連携を深め、開かれた学校づくりを目指す。

工業を中心とする基礎的、実践的な教育（ものづくりを中心とした体験学習）を通して、工業人としての自覚を持ち、その使命と責任を全うできる実践力のある人間を育成す
る。

円滑な人間関係が築けるよう、コミュニケーション力を高める。

学校教育
目標

信頼される人材として義務と責任を果たす。

実践的知識・経験を深めるために企業連携、地域連携を発展させる。

【中期的目標】

生徒がスムーズに科目選択するための計説明会等の実施

　　　　　 　　　　　　　　 [61]長野県駒ケ根工業高等学校

自主活動（生徒会活動・ボランティア活動等）を通じて、自主・自立の精神を鍛え、健康の維持と体力の増進を図る。

今
年
度
の

重
点
目
標

総合評価

人間としてお互いの人格を尊重し、明るく、楽しく、いじめや体罰のない、安心・安全な学校づくりを目指す。

地域に根ざした工業の専門高校として、地域産業の中核を担える知識と技術と行動力を持つ人材育成に努める。【長期目標】

確かな技能を基に、自ら考え開発する姿勢を養う。

１．教育方針と重点目標

基礎学力の向上と探求的な学びの定着を図る。

いじめを早期発見することや生徒の実態をつかむために生活アンケートを
実施した。大きな問題はなかったが、悩み（進路・人間関係など）を抱え
る生徒がいて、保護者懇談や担任と面談をするなどして対応した。

公開授業等をとおした授業改善の実施

通学路指導
A

B

係・学年を中心にした生徒指導

学力向上・資格取得のサポートとその評価

交通安全指導(4)

学習特活
委員会

外部教育力の積極的活用

生徒個別面談･家庭訪問

通常清掃・大掃除・学校作業への取り組み

LHRの計画的・実践的実施の促進

自主性を育み、意欲的かつ計画的な生活の展
開を図る

(1)

終業式での講話はその時に起こっている話題を中心に話ができた。係から
の通信は予定通り年３回発行した。引き続き発行していく。

通学路指導を実施した。昨年度よりも学校が示している通学路を使用する
生徒が多く、指導の成果が表れた。来年度も風紀委員会と連携しながら引
き続き実施したい。

｢生活だより｣の発行

A

A
各科目の授業内容等について、説明資料の配布や教科ごとの説明を実施し
た後に全体説明会を行うことで、丁寧に科目選択を進めることができた。
時間割編成上の運用面で支障がないか今後も研究と検討が必要である。生徒の進路・実態に即した科目選択

社会人講師等による授業実践

問題行動発生時は職員間の連携を素早く取ることができ、スピード感があ
る対応ができた。
課題：特性のある生徒への生徒指導の在り方・対応。

いじめに対するアンケートの実施

クラス担任との連携

学
習
指
導

交通安全講話の実施

円滑な科目選択のための計画・運営

円滑なLHR運営の支援

(2)

生徒指導係

生徒理解に努め、積極的な生徒指導の推進を
図る

いじめに関する調査

校内外の美化

生徒会係

通学路・伊那福岡駅広場の清掃

基本的な生活習慣の確立により、社会道徳の
育成を図る

全校集会･学年集会での啓蒙

自転車･バイク車両点検

バイク安全運転技術講習会の実施

生徒による自治の実現
生徒会行事の計画･立案･準備･運営

遅刻･中抜け指導

進路係

A

(2)

いじめ対策委
員会

スクールカウンセラー、家庭、関係諸団体との連携

進
路
指
導

進路の実現に導く

様々な会で提供される情報や資料を共有することによる、
理解の深化。

(1)

教育相談
支援教育
委員会

進路係とも協力し、学期の初めに行う実力テストの前に学習強化期間を設
け、朝の15分間を学習の時間にあてた。今後も学習時間の確保・学力向上
に取り組みたい。

数学科の研究事業（小中高）を通して、授業改善の方法について多くの先
生からの意見を聞くことができた。

12月に1年生を対象にしたうみがめプロジェクト(駒ヶ根市と連携)で、
駒ヶ根市内の企業見学を行った。他学年についても、社会人講師等を招く
機会を設けられるようにしたい。

LHRに行事等が入りLHRの時間を確保できない日もあった。今後も他の係や
委員会と協力して時間確保・内容の充実を図っていきたい。

特別支援に関する情報の提供と研修

A

B

A

A

(1)

B

生徒によるマナーの向上

A生徒の自主性を活かした行事の運営の手助け

クラブ活動の活性化

生徒の変化に気づき、チームでの情報共有、必要な支援の
実施。

執行部を中心に，クラスマッチや駒工祭など各生徒会行事の企画・運営に
責任をもって主体的に取り組む姿が見られた。特に駒工祭では，クラスや
クラブ等各団体で工夫しながら展示・発表等に臨む事ができた。

①毎年2年生の5月に進路ノートを配布し、進路指導に役立てている。
②3年生は5月に就職希望者は上伊那産業視察（上伊那の企業）、進学希望
者は本校でライセンスアカデミー主催の進学ガイダンスを実施した。ま
た、志望理由や面接練習の講演会等を行った。1月には1年生を対象に進路
講演会を企画し、セイコーエプソン(株)の講師の方々に働くことや高校生
活の過ごし方などについて講演をしていただいた。2年生は1月に就職希望
者は上伊那高校内企業説明会（いなっせ）、進学希望者はライセンスアカ
デミー主催の進学説明会を実施した。2月には就職希望者はTSUNAGU企業勉
強会（フラワーパレス）、進学希望者は本校でライセンスアカデミー主催
の進学ガイダンスに参加した。進路実現に向けての取組をスタートするこ
とができた。

①進路通信は定期的な発行を計画したが、思うように発行できなかった。
いろいろな進路に関わる情報発信をするツールとして活用できるようにし
ていきたい。
②学力向上策の一環として、学習特活委員会と連携し、実力テストへの取
組を充実させ、基礎学力の向上を図ることができている。継続していきた
い。
③GoogleClassroomを利用して、生徒に情報発信を行うことができた。
④就業体験は、2年生101名が71社で体験を行った。多くの企業のご協力に
より、無事行うことができた。また、南信工科短期大学校に協力いただ
き、進学希望者への講義及び実験を数日間行うことができた。生徒にとっ
てはとても貴重な機会とすることができた。

①企業調べや見学の参考となるように企業ガイドブックを3年生の就職希
望者と2年生全員に配布した。また、進学情報誌を購入し、学校調べ等に
使用している。
②就職･進学ともに面接指導や履歴書･小論文などの指導をしっかり行うこ
とができた。就職支援員の方に面接指導をしていただき、外部の方の意見
を聞くことができ、生徒には大いに参考になった。また、試験対策問題集
も充実させ、就職・進学の試験に対応できるようにしている。
③オープンキャンパスへ積極的に参加するように指導した。また、複数社
企業見学を行うことができた。
④就職については、ハローワークや上伊那職業安定協会などと協力して、
企業説明会を開催するなど、連携を図りながら生徒の就職支援を行うこと
ができた。
⑤企業説明会や就業体験に新しい企業にも協力していただいた。新しい県
外の企業への就職も内定した。

　該当の学年や担任の先生方と連絡を取り合いカウンセリングの計画や内
容のフィードバックを行うことができた。今後は、カウンセリングを実施
するにあたり、欠席してしまう教科や授業に偏りがないよう調整も必要で
ある。

美化委員・総務委員を中心にゴミの分別を呼びかけた。また，執行部を中
心に通学路清掃を月１回程度行い，学校周辺の環境整備に努めることがで
きた。

A

　今年度より「アセス（学校環境適応感尺度）」を全クラスで実施した
が、学校全体での活用方法を共有、定着をはかることができていない。次
年度以降、校内の活用方法について検討していきたいと思う。
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 ①

 ②

(3) B ・ドック受診勧奨ができた。

研
修 A

6月・12月の２回実施

定期的に実施

B

地
域

と
の

連
携

全校生徒対象の人権・平和教育を企画及び実施

・学校安全衛生委員会による点検を夏休み中と冬期に実施し必要箇所の修
繕につなげた。

B 概ねゴミの分別回収が毎日できていた。資源回収も概ね分別回収ができ
た。

A

県データサーバーの有効活用とセキュリティの向上

図書・
視聴覚

定期的なTopicsの更新及び学校の取り組み状況の発信
ホームページの定期的な更新と適切な情報公
開による、効果的な活用の促進

ICT機器の整備・管理と有効活用の検討および実施

GIGAスクール支援員による支援および研修の実施

<評価　A:達成　B:概ね良い　C:不十分>

学科選択に関わる準備

消防防災器具の定期的な点検

(1) 図書館利用の促進

読書の動機づけとなるような活動
（広報活動・コーナーの設置）

放送機器の管理

 新制度での前期選抜業務への対応と入学者選抜業務全般の
円滑かつ厳正な企画及び運営

消防･防災器具の管理

地震防災計画の策定

利用者のリクエスト・要望への対応

    ＰＴＡ作業の実施

ＰＴA会報の発行、メール配信システムの有効活用

ＰＴA係

教育環境の整備

情報
システム

放送室・体育館の機器管理

健
康
管
理

疾病予防、健康の保持増進についての支援

人間ドック・定期健康診断の受診を職員への呼びかける

安
全
管
理

防災係/教頭

(1)

保健美化係

(2)

全職員によるマニュアルの確認

学校環境の把握と整備

会員の交流、親睦及び研修

(1)

今年度の重点目標

(2) 学校運営領域における重点目標と評価

上伊那総合技術高校再編実施計画事務局会議への出席対応

高校再編
準備係

保
護
者
と
の
連
携

学校と家庭との緊密な連絡・連携

人権感覚を持ち、平和を希求する生徒の育成

生徒・保護者への説明

毎日の清掃時にゴミ収集場所において確認

A

意見要望の反映

年2回以上の開催

(2) ICT機器の積極活用と生徒Gアカウントの管理

職員研修(4)

(3)

学校衛生
委員会

保健管理

職員健康管理・疾病予防

 保健学習

安全管理

各係･委員会

科目保健における学習
保健教育

(3)

(2)

教員研修の充実

健康診断の実施と事後指導

(1) 校内ネットワーク環境の提供と管理

校内外の教員研修への積極的な参加

情報セキュリティ意識向上のための研修の受講

評価の観点

掲載内容の整理及び適切な情報の掲載

災害時に帰宅困難となった生徒のための食料備蓄

外部講師による講演会（性教育・薬物乱用防止教育）

健康診断受診について

健康相談(学校医、他外部機関との連携)

調査実施

対物管理

心と体の健康管理

広報･学検係

本校の教育内容や魅力を広く伝えるための活動

A

・予約は対象者全員100％。100％実施を目指す

・定期健康診断の実施とその事後措置を計画的に行うことができた
・必要時には学校医へ相談等で連携をとった
・インフルエンザ・コロナ感染対策等の疾病予防に努めた

新制度での前期選抜であったが、対応できた。引き続き厳正な運営に努め
る

①全職員にマニュアル配布・確認

「情報セキュリティとICT機器の活用」について、事例報告を含めた職員
研修を実施した。より実践的な活用方法などの研修を今後も継続的に実施
していきたい。

予定したものは、改定や刷新しながらすべて作成することができた。中学
生や保護者に見てもらう工夫を考えたい。

スムーズな導入を行えており、業務の効率化が図られつつある。管理およ
び運用については、概ね順調に行うことができた。

A

・特別支援教育の校内研修を実施したほか、総合教育センターで実施する
各種研修にも多くの職員が参加した。
・各種オンライン研修などの実施に対し、一会場に集約することで、多く
の職員が適宜参加することができた。

・保健体育「保健」授業(1・2年)での保健教育の実施
・保健指導の為の「ほけんだより」を印刷とGoogleーclassroomの両方を
活用して発行した
・1年「性教育」助産師・2年「薬物乱用防止教育」警察署による外部講師
をお願いし講演会を実施した

②全学年食糧備蓄済み

「インターネットと人権」という講演会を企画・実施し、人権について学
ぶことができた。学年ごとで人権に関する講座などを実施し、人権意識を
高めることができた。

学科決定までの手順など特に問題となるようなことはなく、生徒からの不
満もなかった。

①事務局会議に7回出席し、懇話会運営や校内意見を発表した。また群馬
県富岡実業高校を視察し、報告した。
②懇話会に3回出席し、担当係として活動した
③懇話会について職員会議や係会(29回実施)で報告し、校内の意見をとり
まとめた。

ICT機器を活用した授業や校内行事が多くなり、生徒も機器を積極的に利
用している。アカウント管理については、県の指示に従い、活用範囲につ
いて適切な管理が行えた。

・年間の美化計画により、実施の必要性について今後再検討が必要

職員の職場環境の把握

①各学年、学級において充実した活動を行うことだできた
②ＰＴＡ会報にて、学校や生徒の近況を伝えることができた。またメール
配信システムにて、機能的に情報伝達を行うことができた

・学校薬剤師さんによる環境衛生検査の実施、そして、結果による不備各
所改善のお願いをした

成果と課題

B

B

A

感染症及びその他の疾病予防

調査結果の評価

A

A

A

高校再編に向けて本校の将来構想の検討と再
編実施懇話会への対応

地域に根差し、開かれた学校づくりを目指し
た学校評議員会の開催

A

中学校、中学生、中学生の保護者などへの本校の教育内容
や魅力などの情報の発信

担当部署

学科選択実施に関する企画

資源物分別の徹底

校内ネットワーク環境の維持・管理、機器導入と運用

校務支援システムの管理と運用

学年・学級ＰＴAの重視と充実

校内サーバーから県サーバーへのデータ移行があり、それ以降、有効活用
している。また、情報資産の管理やセキュリティに関する意識向上につい
ての周知徹底ができている。

① コーナーの設置や広報活動を通して、本に触れてもらう機会を作るこ
とができた。
②利用者のリクエストや要望に迅速に対応することができた。

適切な機器の管理と運用を行うことができた。

わかりやすく魅力ある資料作成

本校の教育活動や魅力などを伝えるために必要な資料の準
備・作成

人権平和係
教科、学年、ＨＲにおいて、人権平和教育の実施

A

B

B

校務システムの円滑な導入と業務の効率化

生徒用Gアカウントの適切な管理

そ
 
の
 
他

上伊那総合技術高校再編実施計画懇話会への対応

再編に関する校内意見のとりまとめ

保健美化係 ゴミの分別について理解を深めさせる

(3) 校務支援システムの立ち上げと運用

中学校訪問・入試説明会・体験入学・オープ
ンキャンパス・保護者説明会などを企画し、
志願生徒の確保のために本校の教育内容や魅
力などの情報発信を行う

学科選択
委員会

前期選抜の募集定員をこえる志願があり、一定の効果を見ることができ
る。半面、今年度は中学3年生の人数が多いことも一因であり、さらにア
ピールが必要と思われる。

A

①6月と２月の年２回実施することができた。

B

全面的な更新をすることができた。定期的に更新を続けたい。

学校評議員
運営委員会 ②不祥事等への事後対応に対し、意見をお聞きする機会となった。

B

前期・後期の入学者選抜業務の円滑かつ厳正
な企画・運営

(1)

(2) (1)を行うために必要な広報資料作成や整備

保健だよりの発行(保健委員会)

防災訓練の実施

スポーツ交流会・駒工祭ＰＴA展
・ソフトバレーを実施し、多くの皆さまが交流を図れた
・石川県立七尾高校PTAと連携し、北陸の物産販売および募金の収益全額
を能登半島地震復興支援として寄贈、新しい繋がりを作ることができた
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